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2024 年（令和 6 年） 

              

定時社員総会・理事会 

               第１５期 

               ２０２３年４月１日～２０２４年 3 月 31 日 

      

        日 時：２０２４年６月１６日（日） 

        場 所：産経新聞社大阪本社８階会議室 

 

 

 

 

 

 

         一般社団法人日本ドラゴンボート協会 
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        ２０２４年（令和６年） 一般社団法人日本ドラゴンボート協会 

 

定時社員総会・理事会 

 

○日 時  ２０２4 年６月 1６日（土）  ・理事会：10 時～  ・社員総会：、1４時～ 

 

○場 所  産経新聞社大阪本社８階８０３会議室（大阪市浪速区湊町 2-1-57） 

 

☆出席人数：合計５５票（出席総数８５票の内、理事：出席委任 15、終身会員：出席委任 7、都道府県協

会：出席委任 6、AB 団体：出席委任 27） 

※総数８７票の内訳：理事１６、終身１０、Ａ・Ｂ団体チーム４９、所属協会１２ 

 

◯第 1 号議案 

・２０２３年度事業報告、２０２３年度登録チーム報告 

◯第２号議案 

・２０２３年度決算報告（承認事項）⇒承認 

◯第 3 号議案 

・２０２３年会計監査、業務外部監査報告（田中豪会計監査） 

・ 正味財産増減計算書との調整表の説明（壇税理士） 

・財務諸表（壇税理士） 

◯第 4 号議案 

・２０２４年度予算（承認事項）⇒承認 

〇第 5 号議案 

・２０２３年日本国際ドラゴンボート選手権収支明細報告 

〇第 6 号議案 

・２０２４年度事業計画と日程議案 

〇第 7 号議案 

・各専門委員会２０２３年度報告と２０２４年度方針（各専門委員会委員長より） 

〇第８号議案 

・理事への謝金の承認について（総会承認事項）⇒承認 

・安全委員会の「琵琶湖安全講習会」実施に伴う競技規則の改定（理事会・総会承認事項）⇒承認 

・香港視察についての報告と CCWC 誘致の有無（理事報告） 

・2024 度海外大会参加予定について 

・その他・ご質問 
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 【第１号議案１】         2023 年度事業報告                    

             2023 年 4 月 1 日～2024 年 3 月末まで 

【国内大会】      ※赤文字は JDBA 主催大会 

◇4 月 30 日（日）   いさドラゴンカップ 2023（鹿児島・伊佐市）後援 

◇５月 21 日（日）   東京ドラゴンボート大会２０２3（東京・お台場海浜公園） 

           TDBA 主催、サンスポ特別後援 

◇６月 25 日（日）   250m 測定会（高石市・大阪漕艇センター）ODBA 主催 

◇7 月 16 日（日）   天神祭奉納 2023 日本国際ドラゴンボート選手権大会（大阪・天 

満橋）★第 16 回アジアドラゴンボート選手権大会代表選考会 

JDBA 主催、ｻﾝｽﾎﾟ特別後援  

◇8 月 6 日（日）    第 13 回九頭龍ドラゴンボート大会（福井・九頭龍川）後援 

◇8 月 20 日（日）   ＫＩＸ国際交流ドラゴンボート大会（大阪泉佐野・関西国際空港） 

            JDBA、関西エアポート、和歌山協会主催  

◇8 月 27 日（日）   第 11 回スモールドラゴンボート日本選手権大会（滋賀・大津市） 

                      ★第 16 回アジアドラゴンボート選手権スモール選考会 

SDBA 主催、JDBA 共催、サンスポ後援 

◇9 月 10 日（日）   相生龍舟フェスティバル（兵庫・相生市）NPO 相生すぽーつ NET 

◇9 月 24 日（日）     第 18 回びわ湖ドラゴンキッズ選手権大会 サンスポ後援 

◇10 月 22 日（日）  第 2 回ドラゴンボート海の森オープン（東京・江東区海の森） 

           ★第 16 回アジアドラゴンボート選手権選考会 

           TDBA 主催、JDBA 共催、サンスポ後援 

◇10 月 29 日（日）   第 13 回静岡ドラゴンボート大会ツナカップ（静岡市清水区） 

静岡ﾄﾞﾗｺﾞﾝﾎﾞｰﾄ協会主催 

◇11 月 4 日（土）   東大島大会（東京・江戸川区）東京龍舟主催 

◇11 月 12 日（日）   宇治源平龍舟祭（京都・宇治川）KDBA 主催 

 

【国際大会】IDBF,ADBF,OCA,JOC など主催大会 

◇2023 年 8 月 7-13 日  第 15 回世界ドラゴンボート選手権大会（タイ・パタヤ） 

◇2023 年 9 月 23 日-   第 19 回アジア競技大会（中国・杭州）※JDBA 派遣なし 

◇2024 年 10 月 11-13 日 第 16 回アジアドラゴンボート選手権大会（香港） 

◇2024 年 9 月 3-8 日    第 14 回 CCWC クラブクルー世界選手権（イタリア・レベンナ） 

◇2025 年 7 月 16-20 日  第 16 回 WDBRC 世界ドラゴンボート選手権（ドイツ・ブラン 

            デンバーグ） 

◇2026 年 9 月-10 月  第 20 回アジア競技大会（愛知県・名古屋市共催）ﾄﾞﾗｺﾞﾝは種目外 

◇2027 年５月      ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ関西（滋賀・大津市）関西広域、大槻市主催 
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【第１号議案２】      2023 年度 JDBA 団体登録チーム（順不動）      

Ａ団体登録ﾁｰﾑ 9チーム（昨年 8 ﾁｰﾑ、一昨年 5 ﾁｰﾑ、3年前 1 ﾁｰﾑ、4年前 10 ﾁｰﾑ 5年前 7 ﾁｰﾑ、6年前７ﾁｰﾑ） 

① bp（大阪） ② ＴＯＫＹＯ ＤＲＡＧＯＮ（東京） ③ すいすい丸（京都） 

④ 関西龍舟シンバ（兵庫） ⑤ 東京龍舟（東京） ⑥ 磯風漕友会（兵庫） 

⑦ ＦＵＪＩＹＡＭＡ（東京） ⑧ 沖縄龍舟（沖縄・豊見城） ⑨ 東京龍舟プラチナ（東京） 

   

Ｂ団体登録チーム４０チーム前年 21 チーム一昨年 17 ﾁｰﾑ.3 年前 20、4 年前 40、5 年前 51、6 年前 54） 

① すきやねん大阪（大阪） ② チーム未来（大阪） ③ 池の里 lakers!（滋賀） 

④ 琵琶湖ﾄﾞﾗｺﾞﾝﾎﾞｰﾄｸﾗﾌﾞﾞ（滋

賀） 

⑤ team 風（大阪） ⑥ 関西龍舟バーバリアンズ（兵

庫） 

⑦ Team ＢＡＮＡＮＡ（兵庫） ⑧ ﾋﾞｭｰﾃｨｰﾌﾟﾚﾐｱﾑ MIX（大阪） ⑨ ｼﾞｬﾝｸﾞﾙﾏﾆｱ（東京） 

⑩ ﾁｰﾑ☆ﾆﾗｲｶﾅｲ（東京） ⑪ 大譚村同窓会（神奈川）ﾀﾝ ⑫ ﾁｬｲﾅﾄﾞｰﾙﾁﾏｷ新一（東京） 

⑬ ＩＮＯ－Ｇ（埼玉） ⑭ @‘Ｓ（東京） ⑮ 深川カヌー倶楽部（東京） 

⑯ Ｒｏａ‘ｓ（千葉） ⑰ 関西龍舟ムファサ（兵庫） ⑱ IHI 瑞龍丸（東京） 

⑲ Ｂｏｎ・Ｏｙａｇｅ（東京） ⑳ 東京龍舟ワイルド（東京）   ㉑サーフだったベイザーズ（東京） 

  ㉒ Ｒスポーツマンクラブ（大阪）   ㉓ 吹田龍舟倶楽部（大阪）  ㉔TAITAM X DRAGONS(神奈川) 

  ㉕ 小寺製作所（滋賀）   ㉖ DragonBoat Club G.P.O（滋賀）  ㉗チャイナドールチマキ（東京） 

  ㉘ フォーティーズ（大阪）   ㉙ 近畿車両電龍（大阪） ㉚打艇龍舟倶楽部（大阪） 

  ㉛ team 河童（大阪）   ㉜ 龍人（滋賀）  ㉝魚橋水神龍会（兵庫） 

  ㉞ SUPER DOLPHIN（兵庫）   ㉟ムーラン 新一（東京）  ㊱潜海龍（広島） 

  ㊲ うみひ（静岡）   ㊳ 漕遊人（沖縄） ㊴すいすい丸 BOM-BA-YE（京都） 

  ㊵TOYO DRAGON ﾏｽﾀｰｽﾞ（東京）      

       

 

都道府県協会登録 12 団体 

① 沖縄県ドラゴンボート協会 ② 東京都ドラゴンボート協会 ③ 千葉県ドラゴンボート協会 

④ 静岡ドラゴンボート協会 ⑤ 愛知県ドラゴンボート協会 ⑥ 福井県・九頭龍ﾄﾞﾗｺﾞﾝﾎﾞｰﾄ協会 

⑦ 滋賀県ドラゴンボートｌ協会 ⑧ 京都府ドラゴンボート協会 ⑨ 和歌山県ドラゴンボート協会 

⑩ 大阪府ドラゴンボート協会 ⑪ 兵庫県ドラゴンボート協会 ⑫ 宮崎県ドラゴンボート協会 

 

終身会員（五十音順）10 名 

伊藤健一 井上信一郎 後藤幸弘 菖蒲誠 谷達也 原田直己 

前嶋清 細谷悦哉 宮村一 矢田節彦   
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年度別 都道府県別Ａ・Ｂ団体登録チーム加盟数 

 

A、B 団体 １都２府８県・合計４９チーム 

                             

県名 2023 年度 

４９チーム 

2022 年度 

３６チーム 

2021 年度 

２2 チーム 

2020 年度 

２１チーム 

2019 年度 

４９チーム 

2018 年度 

58 ﾁｰﾑ 

2017 年度 

61 チーム 

埼玉県 １ ２ ０ １ ２   ２   ３ 

千葉県 １ １ １ ２ ０   ０   ０ 

東京都 １６ １３ ４ ６ １４  １６   １７ 

神奈川 ２ １ １ ２ ０   ４   ４ 

静岡県 １ ２ １ ０ １   １   ２ 

愛知県  ０ ０ ０ １   １   １ 

京都府 ２ １ １ ０ １   １   １ 

滋賀県 ５ ４ ４ １ ４   ５   ４ 

大阪府 １１ ７ ６ ８ １２  １８   １６ 

兵庫県 ７ ４ ４ ０ １０   ７   ９ 

和歌山 ０ ０ ０ ０ ０   ０   ０ 

奈良県 ０ ０ ０ ０ １   １   １ 

広島県 １ ０ ０ ０ ０   ０   ０ 

鳥取県 ０ ０ ０ ０ １   １   １ 

熊本県 ０ ０ ０ ０ １   ０   １ 

鹿児島 ０ ０ ０ ０ １   

沖縄県 ２ １ ０ ０ ０   １   ０ 
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【第 2 号議案】          決算報告（承認事項） ⇒承認                事務局 

２０２３年度 一般社団法人日本ドラゴンボート協会決算報告 

（２０２３年４月１日～２０２４年３月末まで）            

（総収入）２０，２８３，７６８円－（総支出） ２２，１９３，８８２円＋（２０２２年度繰越金）４，７

９１，５１２円＝２，８８１，３９８円（２０２４年３月末時点通帳残金額） 

 

１．収入の部（税込） 

収入項目 2023 年度予算 2023 年度決算 増  減 内  訳 

１． 会費・登録料 

 

800,00０       616,000  A、団体・A 個人 

B 団体登録料 

２．検定料       250,000 360,000  ﾊﾟﾄﾞﾙ・バチ検定料 

３．主管料       400,000       250,000 海の森大会なし びわこｽﾓｰﾙ選手権 

４．JDBA HP 広

告料 

     1,500,000      2,340,000  JDBA のＨＰへのサンスポバ

ナー広告料 

５．寄付金      0      0  チーム・役員寄付金 

６、日本選手権ﾄﾞ

ｰﾋﾟﾝｸﾞくじ助成 

          ０           ０  ドーピング助成金はなくな

り、実費一括分担金支払 

７、日本選手権 

・基金助成金 

・参加料 

・協賛金 

・その他（借入金） 

      

5,000,000 

4,000,000 

1,000,000 

2,550,000 

 

     5,492,000 

     4,200,000 

      733,000 

     3,200,003 

 日本スポーツ振興センター

より基金大会助成金 

日本選手権大会参加料 

協賛金 

本体通帳より助成通帳へ 

※P17 に詳細を記載 

８、通帳間移動①      2,300,000      2,850,564  JDBA 助成通帳より戻金 

９、TDBA 立替金 

 戻し金 

       225,500  ５月の東京大会運送費立

替 

10、雑収入         50,000        16,701  普通預金利息ほか 

11,新艇購入積立          

500,000 

 

          ０ 

 CCWC 経費の助成金未

入金要素があり積立せず 

小 計    18,350,000     20,283,768   

前年度繰越金      4,791,512     4,791,512  21 年度繰越金 

収入 合計    23,141,512     25,075,280   
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２．支出の部（税込） 

支出項目 2023 年度予算 2023 年度決算 増  減 内  訳 

１．会費 150,000 321,880  ＩＤＢF、水上安全協会、

ﾜｰﾙﾄﾞｹﾞｰﾑｽﾞ会費ほか 

２． 宿泊交通費国内 

海外旅費 

30,000 

150,000 

228,244 

148,190 

 

アジア選手権派遣 

役員国内移動交通費 

海外役員派遣交通費 

３． HP サイト管理料 

税理士司法書士費 

事務所費 

500,000 

500.000 

200,000 

275,000 

411,160 

245,131 

 ＨＰ管理費 

会計処理費、税金等 

事務所費 

４ 通信費・郵券 30,000 27,270  海外送金料振込料 

５．会場借上げ 0 ０  総会会場を産経に変更 

６．消耗品・補修費 0 ０  ドラゴン修理費 

７．会議費・打合せ費 30,000 23,940  関空大会打合せ 

８．地方協会分配金 70,000 248,850  東京、大阪、滋賀協会 

９．ﾊｲｽﾋﾟｰﾄﾞｶﾒﾗ返済 0 ０  2017 年７月で終了 

１０ドラゴン 5 隻保管

料 

472,000 450,000  大阪・南港にカバー付き

で５隻保管 

１１選手強化費  100,000 157,080  世界選手権 

１２貸出金 2,500,000 3,200,000  JDBA 本通帳から助成 

通帳へ移動 

１３貸出金返金 60,000 ０  助成通帳から本通帳へ 

１４世界ｸﾗﾌﾞｶｯﾌﾟ選

手権海外調査旅費 

0 2,197,750  JTBより請求。2025年４

月末都より 2197750 円

補填済み。次年度計上 

１５世界ｸﾗﾌﾞｶｯﾌﾟ選

手権費用 

０ 311,810  現地打合せ費・手土産 

代※都の補助対象外 

１６日本選手権大会

経費 

13,000,000 13,625,003 

 

 ※P17 に詳細を記載 

１７TDBA運送費立替 ０     225,500  東京大会運送費立替 

１８ 税金 ０     97,074  浪速税務署 

１９新艇購入積立金 500,000        ０  来季計上予定 

小計 18,292,000 22,193,882   

予備費 4,849,512   2,881,398  2023 年通帳残金額 

支出 合計 23,141,512     25,075,280   
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【第 3 号議案】                        壇税理士 
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第 2 号議案と正味財産増減計算書との調整表 

 

（単位：円） 

 

 

収入の部              20,283,768 

東京都補助金             2,197,750 

雑収益（三菱 UFJ 銀行）        303,957 

通帳間移動             △3,200,000 

通帳内移動             △2,850,564 

立替金                △225,500 

正味財産増減計算書 

経常収益計              16,509,411 

 

支出の部              22,193,882 

通帳間移動             △3,200,000 

通帳内移動                       △2,850,564 

立替金                 △225,500 

源泉所得税                47,074 

源泉所得税納付             △47,074 

正味財産増減計算書 

経常費用計                15,917,818 

 

※この調整表で収入と収益、支出と費用の違いを検証した結果、第 2 号議案と正味財産増

減計算書の一致が確認されました 
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      ２０２３年度  会計監査について 

 

【外部監査】 

2023年度の一般社団法人日本ドラゴンボート協

会の決算関係書類、通帳について監査したとこ

ろ、いずれも正当・妥当に処理されていました。 

 

                 2024 年 6 月１6 日 

税理士・公認会計士 

 

         田中    豪 
                                           印 
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【第 4 号議案】  

２０２４年度予算（承認事項）⇒承認              事務局 

 

２０２４度一般社団法人日本ドラゴンボート協会予算 

（2024年４月１日から2025年３月末まで） 

１．収入の部 

収入項目 2023 年度決算 2024 年度予算 増  減 内  訳 

１． 会費 ・ (登

録料 

616,000 800,000       Ａ個人Ａ・Ｂ団体会

費、都道府県会費 

２．検定料 360,000 300,000  パドル検定代 

３．主管料 250,000 300,000  ,琵琶湖ｽﾓｰﾙ、海の森大会 

４．JDBA HP広

告料 

2,340,000 2,000,000  協会 HP バナー広告料ｻﾝｽ

ﾎﾟ掲載料 

５．チーム役員

寄付 

             0 

 

          0   

６．日本選手権 

・基金助成金 

・参加料 

・企業協賛金 

・借入金 

・戻し金 

 

5,492,000 

4,200,000 

733,000 

3,200,003 

2,850,564 

          

4,800,000 

4,200,000 

1,000,000 

3,000,000 

2,800,000 

 

JSC 助成減少 

 

 

 

 

2024 年くじ助成金 

４４チームとして 

大王製紙予定 

本通帳から助成通帳 

助成通帳から本通帳 

７．東京協会立

替金 

225,500            ０  東京大会運送費立

替金 

８ 雑収入 16,701 10,000  

 

普通預金利息ほか 

９CCWC立替金             ０ 2,190,000  CCWC 誘致調査費

東京都補助金 

１０，HP 改訂に

伴うくじ助成金 

            ０ 1,293,000  2024JSC くじ助成 

小計 20,283,768 22,693,000   

前期繰越金 4,791,512 2,881,398  前年度通帳繰越 

収入 合計 ２５，０７５，２８０― ２５，５７４，３９８―   

 

２．支出の部 

支出項目 2023 年度決算 2024 年度予算 増  減 内  訳 
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１．会費,IDBF 登録

費 

321,800 300,000        IDBF、JADA

会費など 

２．旅費 228,244 200,000       役員交通費 

国際委員海外旅費 148,190 150,000        海外役員 

３．事務所費 275,000 

411,160 

245,131 

275,000 

450,000 

250,000 

      ＨＰ管理 

会計処理費 

事務所費 

４．通信費・郵券 27,270 30,000      振込手数料 

５．会場借上 ０ ０      総会会場等 

６．消耗品費               ０  ０       ボート修理費 

７．会議費・打合せ

費 

23,940 30,000          天神大会来

賓食事代ど 

８．地方協会分配金 248,850 250,000           

９．ハイスピードカメラ

返済金 

           ２７年７月ま

で 

１０．５艇保管料 450,000 450,000  ５艇を大阪南

港に保管 

１１．選手強化費 157,080 150,000           

１２、貸出金 3,200,000 3,500,000          助成通帳へ 

１３、世界ｸﾗﾌﾞｶｯﾌﾟ

選手権海外調査旅

費（東京都より） 

2,197,750 0        

１４、世界ｸﾗﾌﾞｶｯﾌﾟ

選手権諸経費 

311,810 0       打合せ費、

手土産代な

ど 

１５、日本選手権大

会経費 

13,625,003 13,000,000        

１６、新艇購入積立 ０ 500,000       通帳間移動 

１７、TDBA 運送費

立替 

 

225,500 

０   

１８．税金 97,074 100,000  浪速税務署 

１９，HP 改訂費用 ０ 1,617,000  エムダブ HP 代 

小計 ２２，１９３，８８２ 21,252,000   

予備費 2,881,398 4,322,398   

合計 ２５，０７５，２８０― ２５，５７４，３９８―   

※別通帳にドラゴン艇購入資金として 50 万円を通帳間移動する。 



 17 

 

【第 5 号議案】 

 

                               

      天神祭奉納 2023 日本国際ドラゴンボート選手権大会収支明細(7/17) 

【収入明細】 １０，４２５，０００ 円（税込み） 

日時    相手先     内 容   金 額 

１ 参加料収入 ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 12万×18＝216万,11

万（ｼﾆｱ）×2=22 万、 

スモール 7 万×17＝119 万 

4,200,000－ 

 

２ 協賛企業 協賛金（産経新聞社経由） 700,000－ 

３ 日本ｽﾎﾟｰﾂ振興ｾﾝﾀ―（JSC） 

基金助成金 

競技会開催助成金として 5,492,000－ 

４ 日本工業技術専門学校 プログラム広告費 33,000－ 

小計   10,425,000－ 

【支出明細】１０，７７４，４３９ 円（税込み） 

１ 広瀬産業海運株式会社 海上施設費・曳航費 2,915,000－ 

２ レントサービス株式会社 陸上会場施設費 1,903,000－ 

３ 大阪市公園事務所 南天満公園使用料 19,360－ 

４ 大阪音響研究所 会場音響施設費 473,000－ 

５ 明東産業株式会社 海上警備艇傭船料 880,000－ 

６ セフティプロモーション 陸上警備費（ガードマン） 408,925－ 

７ サンケイ総合印刷 大会プログラム製作費 140,800－ 

８ アサコ㈱ メダル・盾製作費 151,965－ 

９ 大翔トランスポート㈱ 資材運送費 南港から桜ノ宮 93,500－ 

１０ 甲南サービス 廃棄物処理費用 99,000－ 

１１ テレコム 無線レンタル料 90,200－ 

１２ 森本万里奈 司会・実況料 29,937－ 

１３ NPO 法人大阪水上安全協会 八軒家浜桟橋使用料 66,000－ 

１４ 大阪水上バス㈱ 大会警戒艇１隻使用料 55,000－ 

１５ 大阪キャッスルホテル 関東役員 5 名宿泊費 50,300－ 

１６ 東京協会 長谷川 伸 関東役員交通費 2 名 56,000－ 

１７ 大阪府ドラゴンボート協会 主管料 150,000－ 

１８ 天神祭渡御行事保存会 初穂料 150,000－ 

１９ レントサービス コロナ対策費 229,900－ 
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２０ ﾌｼﾞｻﾝｹｲｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 傷害保険料 90,600－ 

２１ 大阪市公園事務所 八軒家浜公園使用料 19,360－ 

２２ セイカセリグラフィー 検定用シール代 0－ 

２３ ジャパンエモーション ワイファイレンタル代 5,830－ 

２４ 大阪キャッスルホテル 会議室料（来賓室） 10,000－ 

２５ ㈱アイレス 選手シャワー（南天満公園） 157,300－ 

２６ ニッピョウ 氷代 140,616－ 

２７ ㈱ＩＳＳＥＩ 役員用弁当代 167,390－ 

２８ 産経新聞社 全ページ新聞特集代 990,000－ 

２９ 産経新聞立替金 傷害保険、謝礼、ﾚﾝﾀｶｰほか 421,996－ 

３０ 産経新聞社サンスポ 大会運営費 800,000－ 

３１ 三井住友銀行 銀行振込手数料 17 件 9,460－ 

小計   10,774,439 

※23 年大会の赤字額 349,439 円はＪＤＢＡが負担。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 19 

【 第 6 号議案 】   2024 年 JDBA 関連イベント日程（予定） 6 月 16 日 

【国内大会】  ※赤文字は JDBA 主催大会 

〇4 月 28 日（日）いさドラゴンカップ 2024（鹿児島県伊佐市）後援 

○5 月 19 日（日）東京ドラゴンボート大会 2024（東京・お台場）TDBA 主催 

〇5 月 19 日（日）宇治・源平・龍舟祭 2024 普及の部（京都・宇治市）KDBA 主催 

●7 月 14 日（日）天神祭奉納 2024 日本国際ドラゴンボート選手権 兼 

スモールドラゴンボート関西選手権（大阪・天満橋）※荒天の場合は 11 月 3 日に延期 

  【第 17 回世界ドラゴンボート選手権大会 スタンダード艇選考会】JDBA 主催 

〇8 月 31 日（土）びわこペーロン 

〇9 月 1 日（日）ＫＩＸ国際交流ドラゴンボート選手権（大阪・関西空港） 

 KIX ドラゴンボート大会実行委員会主催 

〇9 月 1 日（日）第 19 回ドラゴンキッズ選手権大会 

〇9 月 15 日（日）2024AIOI 龍舟 FESTIVAL（兵庫・相生市）NPO 法人相生すぽーつ NET 

●9 月 29 日（日）第 12 回スモールドラゴンボート日本選手権（滋賀・大津市） 

SDBA 主催、JDBA 共催、【第 17 回世界ドラゴンボート選手権大会 スモール選考会】 

〇10 月 6 日（日）第 11 回名古屋中川運河ドラゴンボート大会 愛知県協会主催 

●10 月 19 日（土）20 日（日）ドラゴンボート海の森オープン（東京・海の森） 

【第 17 回世界ドラゴンボート選手権スタンダード選考会】TDBA 主催、JDBA 共催 

〇10 月 27 日（日）第 16 回びわ湖ドラゴンボート１０００ｍ選手権大会＆第 10 回ドラゴ

ンボート・グランドシニア大会 SDBA 主催 

〇11 月 3 日（日）予定 小松川地区・東大島大会（東京・江戸川区）東京龍舟主催 

〇11 月 3 日（日）天神大会予備日  JDBA 主催 

〇11 月 10 日（日）第 14 回静岡ドラゴンボート大会ツナカップ 

○11 月 10 日（日）宇治・源平・龍舟祭 2024 KDBA 主催 

告知情報 URL  https://www.c-sqr.net/c/sdbadragonboat/announces/7443 

【国際大会】 

〇2024 年 10 月 11日～13 日 HongKong 15th Asian Dragon Boat Championships 

〇2024 年 9 月 3日~8 日、Ravenna, Italy  14th IDBF クラブクルー世界選手権 

○2025 年 7 月 16 日~20 日、Brandenburg, Germany (ブランデンブルク） 

17th World Dragon Boat Racing Championships ※2028 年 CCWC開催地決定 

〇2026年（開催地未定）16ｔｈ Asian Dragon Boat Championships 

〇2026年（Hualien 台湾）  16ｔｈ IDBF クラブクルー世界選手権 

〇2027 年 5月ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ関西（関西広域行政・滋賀県・大津市主催） 

〇2028年（  ？  ）17ｔｈ IDBF クラブクルー世界選手権 

 

https://www.c-sqr.net/c/sdbadragonboat/announces/7443
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【第７号議案】 専門委員会報告 

◎国際委員会 2023 年度活動報告、2024 年度活動方針 

1. 海外からの問い合わせに対する対応（大会関係報告含む）     森永国際委員長 

国内大会への問い合わせや日本選手権大会参加要項に関する海外チームからの問い

合わせや申し込みに都度対応した。 

2. 2023 年度国際大会(JDBA 対応) 

3. その他活動報告 

 ① 2024 年 2 月 15 日（木）～18 日（日）、香港ドラゴンボート協会並びにスタンレード

ラゴンボート協会を訪問した。目的は、2028 年度開催を目標に日本での世界クラブカ

ップ選手権大会誘致の実現可能性について、予算や運営面などを総合的に行っている

香港ドラゴンボート協会の対応や状況等の知見を得て、今後関係者とともに検討する

ため。なお、参加メンバーは、長谷川 JDBA 理事長、菖蒲 JDBA 副理事長、浅岡東京

ドラゴンボート協会理事長、宮澤委員、千葉 JDBA 事務局長、千葉康子委員、加えて

JTB（東京）担当者 1 名。 

 

 ② 2 月 27 日（火）13：00～13：40 

   三井住友銀行東京本部の担当者と三井住友信託銀行高槻支店支店長並びに次長のご

厚意により、ズーム会議を行った。目的は、JDBA の活動に対する理解を得ることと、

大規模大会を企画・実施した場合に財政面でのサポートが得られるかということであ

った。結果として、ドラゴンボート競技の普及度が他の競技と比べまだ低いため、現

時点において実現の運びにはいたらなかった。しかし、JDBA の活動状況を紹介出来た

ことは意義があった。なお、参加メンバーは、谷事務総長、長谷川理事長、菖蒲副理

事長、千葉事務局長。 

   

4．国際審判員の普及 

日本ドラゴンボート協会には現在 30 名の国際審判員資格保持者がいます。国際審判員を

日本において普及することは、国内における国際大会に対応できるとともに、国際選手権

レベルの大会での審判経験による安定した国内大会の競技運営にもつながると考えていま

す。今後とも、皆様のご理解とご協力をお願いします。 
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５．今後の大会や委員会対応予定 

① 国際大会 

1）2024 年 10 月 11 日－13 日：15th Asian Dragon Boat Championships（香港） 

2）2024 年 9 月 3－8 日：14th IDBF クラブクルー世界選手権（Ravenna, Italy） 

3) 2025 年 7 月 16－20 日：17th World Dragon Boat Racing Championships 

(Brandenburg, Germany) 

※2026 年以降、JDBA ホームページでご確認ください 

 

② 日本選手権大会関連準備 

日本選手権等への海外チームからの問い合わせに対応するため、英語版大会参加要項等

の準備を関係者と確認・調整を行いながら随時進めていく。 

 

 

◎強化委員会 2023 年活動報告及び 2024 年活動計画 

JDBA 強化委員 半田、河田、楡木、高橋 

＜2023 年活動報告＞ 

 第 16 回 IDBF 世界選手権（パタヤ・タイ）には以下の代表チームの派遣を行いました。

戦績については 23 年 8 月末に公開された報告書をご参照ください。プレミアスモールオー

プン及び、シニア B スモールオープンでグランドファイナル進出を果たすことができまし

たが、各国の競技レベルアップもめざましく、継続的な国際大会への参加と競技力向上が

必要です。 

【スタンダードボート】 

プレミア混合；東京龍舟 

シニアオープン；東京龍舟 

【スモールボート】 

プレミアオープン；ｂｐ 

プレミア女子；日本代表選抜 

プレミア混合；東京龍舟 

シニアオープン：東京龍舟 

 

＜2024 年度活動計画＞ 

第 15 回 ADBF アジアドラゴンボート選手権大会（香港/中国）には以下の代表チームを

派遣いたします。残念ながら、海の森大会の前週ということもあり、今回のアジア選手権

には 1 チームのみの参加となります。 
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日時；2024 年 10 月 9～14 日  場所；香港/中国 

【スモールボート】 

プレミアオープン；磯風漕友会 

 

＜2025 年度国際大会日本代表チーム選考について＞ 

すでに 2024 年度日本選手権の大会要項にあるように 2025 年度の代表チーム選考は本年

7 月の日本選手権及び 10 月の海の森オープンでの成績により決定いたします。日本代表の

活動は各チームの選手強化の活動に依存しており、現時点では代表を獲得したチームが中

心となって他チームの選手を含めて選抜、強化をしていく方式がベストと考えています。 

2024 年度アジア選手権への出場は 1 チームのみで、多種目での参加が実現できませんで

した。これは国内選考会のスケジュール設定に問題がありました。来年の世界選手権は 7

月中旬の開催となり、同じくスケジュール設定には課題が残りますが、継続的に国際大会

にチームを派遣して、戦績を積み上げていくこと目標としていきます。 

以上 

 

     ◎2023 年度活動報告並びに 2024 年度活動方針 

                   法制営業委員会委員長 利波敏行  

 

【2023 年度活動報告】 

 ■活動報告 ・国際大会誘致活動計画（企画素案作成） ２月の臨時理事会で議題に上がっ

た 東京都港湾局から東京協会への打診事項「オリンピック・パラリンピック 2020 東京」

のレガシー及び会場施設の有効利用／国際大会の誘致促進.（海の森公園内水上競技場）の

件。 理事長にも相談打診し、2026 年開催で「国際クラブカップ選手権」誘致の企画素案

を制作。 国際担当の菖蒲副理事長には、IDBF に対する費用（主管料、審判の謝など）は

打ち合わせし、ヒアリングの上 勘定費目として設定。 なお、競技以外の大会運営面の費

目については、イベント会社としての立場で想定。 取引のある国内のグローバル企業には、

代理店を経由して、企画打診。 年度内では現状、大きな進展はなし。次年度引き続きの業

務。  

・ＷＭＧ関西 2027 の動向 キックオフミーティングが 2023 年５月に大阪市内にて開催。 大

会全体のプロモーションは IMGA 協力の元、今後海外でも展開される模様。 ドラゴンボ

ート競技も、2017 年のニュージーランド・オークランド大会で採用されて以降、2025 年

の 台湾・台北でも実施決定となり、今後ＷＭＧのレギュラー種目として定着すれば、熱を

帯びてくるものと 推察される。 次年度以降 組織委員会の動向を見ながら、協会内部でも

検証する動きとした。次年度引き続きの業務。 
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【2024 年度活動方針】 ■活動方針について ・国際大会誘致計画（世界クラブカップ選手

権） 2028 年大会の誘致として、企画案を更新し事務局へ提出。 ２月の香港協会などとの

会議・調査～報告などを踏まえて、内容など精査し、企画案、協賛社候補など への打診を

行う。 国際統括 菖蒲副理事長とも連携し、ＩＤＢＦの動向調査も行う。 ・ＷＭＧ2027

について ３年前イベントして、大阪市内でセミナー開催。 今後のプロモーション活動の

情報収集を行う。 ・日本選手権の協賛企業のアプローチ活動をサンケイスポーツと連携し

て行う。 

 以上 

 

◎医事委員会・アンチドーピング委員会報告（資料） 

 

医事・アンチドーピング委員長 

原田 外科・整形外科 

                          原田 直己  

 

  A: 医務委員会 

これまで 医務委員会が 前面に出て事務処理をしなくてはならない事態にならなかった

ことは協会各部門スタッフ・選手・協力者の皆様の水上スポーツに対する意識とご協力の

賜物と感謝しております 

今後もこれまでどうりのご協力・ご支援をお願いいたします 

医務委員会の基本的な仕事は ドラゴンボート競技を安全で楽しいスポーツとして維持・

継続して行くために協会内の各部門と協力・調整してゆくことです。 

具体的には 選手の健康管理・フローティングベストの着用・艇転覆時のためのバディシ

ステムや 強風時の競技中止の規定など 競技規則にほぼ採用されており実効を上げてい

ます 

今後 何か 選手・スタッフ・支援の方で 競技・練習を続けてゆく上で気になることが

ありましたら 遠慮なく医務委員会までご相談・ご連絡をお願いいたします 

競技・練習などでの事故がないことが 医務委員会ひいては JDBA にとって 最大の幸

せです 

 

 B: アンチ・ドーピング委員会 

 

以前は ドーピング検査を大川で実施してきましたが JADA の方針転換により検査から 

アンチ・ドーピング教育に 軸足が置かれるようになりましたので 今後 大会前講習会

のみでなく各チームに出向いての講習会も企画して行きたいと考えております  
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         ◎２０２４年審判委員会からの報告 

                            審判委員長：高橋裕嗣 

  ・新たに C 級審判１名（ODBA より）合格 

  ・C 級から B 級に１名（ODBA)より）進級 

  ・C 級から B 級に１名（事務局より） 進級 

 

 

◎科学技術委員会の 23 年度振り返りと 24 年度方針 

                  報告者：後藤幸弘・松田光弘・田中譲・越智祐光 

2023 年度報告 

（1）2023 年度の日本国際ドラゴンボート選手権におけるスモールレースの速度・ピッチ・

ストローク長の関係を GPS システムを用いて検討した。 

（2）第 11 回スモールドラゴンボート日本選手権大会（びわ湖）における速度・ピッチ・

ストローク長の関係を GPS システムを用いて検討した。 

 

また、スタンダード艇を 10 人のパドラーで漕ぐスモールとスタンダード艇オープンの記録

比は、過去 10 年間の平均で 87.2±5.85％であった。 

 

2024 年度方針 

①2023.3 月に行われた女子選抜合宿と 2019 年の男子選抜合宿の 50ｍ一人漕ぎデーターか

ら代表選抜の指針を検討する。 

②「ドラゴンボートの科学」作成に向けて関連する研究資料の収集・調査を行う。 

③2023 年度に続き、日本選手権における 10 乗りレースと第 12 回スモールドラゴンボート

日本選手権大会（びわ湖）における速度・ピッチ・ストローク長の関係を GPS システムを

用いて検討する。 
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        2023 年度理事会・総会:普及広報委員会活動報告 

 2024 年 5 月 28 日 

普及広報委員会 委員長 合田 靖海 

2023 年度総括 

・日本選手権はじめ、特派員方式による、各大会の取材投稿を行っていく 

→「相生龍舟フェスティバル 2023」の訪問。参加チームとの交流各地方大会イベントの情報

共有のため 

の関係性作り。沖縄豊見城市観光協会訪問。糸満ハーレー訪問 

・各委員会との連携で、普及広報活動を促進して行きたいと考えています 

・ホームページリニューアルに向けての活動、エムダブ森岡氏を中心に、長谷川理事長、谷

事務総長、菖蒲副理事長、千葉事務局長、合田普及広報委員長(順不同)で協議作業分担し推

進 

Facebook JDBA ページへの投稿 

●8 月タイパタヤ開催 ドラゴンボート世界選手権 

・参加選手と連携し、レース速報と写真をほぼタイムリーに掲載 

●11 月グアム開催 サンクスギビング ドラゴンボートフェスティバル 

・現地から、チーム、国籍、世代を超えた合同チームでの参加の様子をタイムリーに掲載 

【アクセス状況】 

◆協会公式サイト 

2022 年度訪問者数:37,000 人 

2023 年度訪問者数:38,000 人 

◆JDBA 公式 Facebook ページ 

2022 年度フォロワー 1,830 人 

2023 年度フォロワー 1,953 人 

2024 年度の活動方針 

・日本選手権はじめ、特派員方式による、各大会の取材投稿を行っていく 

・各委員会との連携で、普及広報活動を促進して行きたいと考えています 

・地域の団体・チームとの交流 

 

・JDBA のホームページの全面改訂経費について 

 改訂理由：既存 HP の老朽化 

  経費：1,617,000 円   ※2024 年くじ助成金として：1,293,000 円 7 月に入金予定 

 ※差額の 324,000 円については JDBA が負担。 

・JDBA の「理念」について（JDBA ホームぺージ掲載用）： 

作成委員：後藤副会長、櫻井副会長、長谷川理事長、菖蒲副理事長の 4 名 
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      ２０２３年安全委員会報告、２０２４年方針 

                           安全委員長 山脇 秀錬 

2023 年度報告 

ドラゴンボート安全講習会を 2024 年３月２４日に、滋賀県大津市のオーパル会議室にて、セ

ーフティアドバイザーの伊藤裕樹氏を講師に招いておこなった。 

グループワークや様々な事例をあげての講義により、ドラゴンボートの練習や大会における

安全対策について、学び考える良い機会になった。 

 

＊講義の中で、低体温症への対応の話があった。2023 年度、琵琶湖ではカヌーやバスフィ 

 ッシングで低体温症による死亡事故が発生しており、ドラゴンボートの冬季の練習では、 

水中に落ちた場合の素早い救助が必須になるということであった。救命胴衣を着用して 

いても水温の 3 倍の時間（水温 10 度なら 30 分）が救助の目安になる。 

 

2024 年度計画について 

ドラゴンボート安全講習会 実技講習 の開催 

  実技講習 転覆時の対応の実技練習 

       救助の実技（救助の仕方・され方） 

       転覆からの乗り込み 水出し 

   ＊ドラゴンボートの特性を良く理解し、緊急時の手順をシミュレーションする。 

 

【第８号議案】その他 

 

① 2024 日本選手権における JDBA 理事 15 名への役員謝金（1 日 2000 円） 

 支払いについて（理事会・総会承認事項）⇒承認 

 2024 年開催予定の日本ドラゴンボート選手権大会の競技役員として参加する JDBA 理

事 15 名に対して、謝金として 1 人 2000 円を支払う件。 

 

② 「競技規則」の変更について（理事会・承認事項）⇒承認 

（現行競技規則） 

第３４条 安全対策（Safety measures） １ 艇には浮力体を装備し、全員フローティングベストを着用（追

記）しなければならない。 ２ レースに出場する選手は、レース時の服装で 100ｍ以上の泳力を必要とす

る。 ３ ジュニア種目に出場する選手は、常時フローティングベストを着用しけなければならない。 ４ チ

ーム安全管理者（代表、監督、主将）は、本条２、に留意し、実行委員会に責任を持つ旨を誓約しなけれ

ばならない （監督会議時に誓約書を提出しなければならない。 艇が事故等により転覆した場合、選手は 艇

のそばを離れず、パドルを離さないよう気をつけ、救命艇を待つこと。その指 示もクルーの安全主任（舵
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取り、ドラマー）が責任を持って行わなければならない。 12 ５ フローティングベストとは、常時７kg

以上の浮力があり小型船舶用救命胴衣の基準を満たしているものと する。使用基準として、浮力は、７ｋ

ｇｓ以上のフローティングベストしか使用してはならない。格納型（自動膨張式・手動 膨張式）の使用は

認める。ウエストベルト式のフローティングベストの使用は一切認めない。 着用義務に反するチームは、

そのレースの最下位となる場合がある。 ６ 競技に出場する選手は、酒気帯びによる乗艇を禁止する。同

日開始前から競技終了まで飲酒は厳禁とする。 また、クルーの一人が飲酒した場合も、当該チームは失格

となる。 

 

（改定案） 

第３４条 安全対策（Safety measures） 

１ 艇の構造は気室等があり十分な浮力があるものとする。 

２ 乗艇するクルー全員はフローティングベストを着用しなければならない。 

３ レースに出場する選手は、レース時の服装で 100ｍ以上の泳力を必要とする。 

４ チーム安全管理者（代表、監督、主将）は、本条３、に留意し、実行委員会に責任を持つ旨を誓

約しなければならない。 

（監督会議時に誓約書を提出しなければならない。）艇が事故等により転覆した場合、選手は 艇

のそばを離れず、パドルを離さないよう気をつけ、救命艇を待つこと。 

その指示もクルーの安全主任（舵取り、ドラマー）が責任を持って行わなければならない。 

５ フローティングベストの構造・形状は、ベストタイプ(固型式)、膨張式（自動膨張式・手動膨張

式）とし、 ウエストベルト式の使用は認めない。 

フローティングベストの浮力は７kg以上あるものとする。 

着用義務に反するチームは、そのレースの最下位となる場合がある。 

6 競技に出場する選手は、酒気帯びによる乗艇を禁止する。同日開始前から競技終了まで飲酒

は厳禁とする。 

 また、クルーの一人が飲酒した場合も、当該チームは失格とする。 

よろしくお願いいたします。   

 

③ 日本選手権スタート地点・コースビデオカメラの設置について（競技委員会より） 

フライング防止及びコース侵害判定の参考として、ビデオカメラ導入を新たに行います。 

 

④ 個人会員制度の変更について（長谷川理事長） 

理事会で審議した結果、詳細を再検討することとなり、本総会での提案をいったん取り下げま

した。あらためて理事会で審議することを報告。 
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⑤ 香港視察報告（長谷川理事長より）（理事会審議事項） 

→2028CCWC への参加表明の可否について、収支赤字の場合の理事の財政負担に

ついて、 

 

⑥ 2024 年海外大会参加チーム（国際委員会・強化委員会より） 

【日本代表海外大会】 

・アジアドラゴンボート選手権（10 月・香港）「日本代表チーム」スモール参加 

【理事会海外参加承認済み大会】 

※理事会承認海外大会についてはチーム代表者が所定の申請用紙に必要を記入し、毎年事務局に

提出し、理事会の承認を得て大会に出場すること。招待大会については基本１チーム１大会。 

・香港龍舟祭（6 月・香港）「東京龍舟」 

・サラワクドラゴンボートレース（10 月 24-27 日・マレーシアクチン）「Lake Biwa」 

・2024 グアムドラゴンボートフェスティバル（11 月 15-18 日・グアム）「TAITAM X DRAGONS」 

 

⑦ 2025 年日本国際ドラゴンボート選手権大会の開催時期の変更につい

て⇒理事会で承認 

（現状） 

・2025 年 4 月 13 日から 10 月 13 日まで大阪関西万博開催の為、コース上の航行、

する船舶の増加と八軒家浜桟橋使用船舶の増加が予想される。 

・関西万博に伴い宿泊ホテルの高騰と予約の困難さが予想される 

・世界 DB 選手権大会が 7 月 16-20 日にドイツで開催される 

⇒以上の点から 11 月 2 日（日）に延期する方向で調整する（事務局） 
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（参考） 

⑧ 2023 年６月－2025 年５月末 JDBA 役員体制 ※昨年度承認済 

◎会長          松川るい 

◎筆頭副会長       矢田節彦 

 副会長         櫻井顕一（代表理事） 

 副会長         後藤幸弘（理事） 

 副会長         細谷悦哉 

◎理事長         長谷川伸（代表理事・競技委員長） 

◎副理事長        菖蒲誠（代表理事・国際統括・ADBF 常務理事） 

◎常任理事        鎌田敦士（用器具統括） 

 常任理事        原田直己（医事委員長） 

 常任理事        木村一郎（普及副委員長） 

 常任理事        森永裕幸（国際委員長） 

 常任理事        半田佳彦（強化委員長） 

 常任理事        楡木栄次郎（強化委員会オープン・混合担当う） 

◎理事          後藤幸弘（科学技術委員長） 

 理事          宮村一（評議委員長） 

 理事          合田靖海（広報普及委員長） 

 理事          山脇秀錬（安全委員長） 

 理事          石川平明（用器具委員長） 

 理事          利波敏行（営業法制委員長） 

 理事          松尾由佳（国際担当） 

◎事務総長        谷達也（国内統括） 

事務局長        千葉晋史 

 事務局次長       清水基央 

◎相談役         竹末佳紀 

◎各専門委員会 

 競技委員長       長谷川伸 

 強化委員長       半田佳彦 

 評議委員長       宮村一 

 審判委員長       高橋裕嗣 

 安全委員長       山脇秀錬 

 セーフティアドバイザー 伊藤裕樹 

 国際委員長       森永裕幸 
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 用器具委員長      石川平明 

 法制営業委員長     利波敏行 

 普及広報委員長     合田靖海 

 医事委員長       原田直己 

アンチドーピング委員長 原田直己 

 科学技術委員長     後藤幸弘 

◎委員          村野智子（総務部長） 

 委員          野尻恵子（国際委員） 

 委員          河田英幸（強化委員会女子担当） 

委員          山脇秀錬（評議委員会副委員長） 

委員          岩城耕一（評議委員会副委員長） 

 委員          高橋冬扇（評議委員会副委員長） 

 委員          池田和也（用器具委員会副委員長） 

 委員          松田光弘（科学技術委員会副委員長）大阪産大 

             田中譲、村田和隆、越智祐光、灘本雅一、嶋田愛 

 委員           杉浦 丈仁（たけひと）・森薬局管理薬剤師 

                    （医事厚生委員会スポーツファーマシスト） 

             ※選手の薬の質問は この方にご相談 

 委員          丸山春海（普及委員会担当） 

◎外部会計監査      田中豪（会計監査） 

※定款では理事は４人以上、１８人まで。（ＪＤＢＡ定款「第１７条 理事の員数」） 
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       一般社団法人日本ドラゴンボート協会理事会議事録 

 

◇令和 6 年 6 月 16 日 午前 10 時 00 分から 13 時 45 分 

◇出席・委任理事（敬称略）１５人 

 議長代表理事：長谷川伸 

（議事録） 

・2023 年度の決算報告について理事会で承認された 

・2024 年度の予算計画について理事会で承認された 

・2024 年日本国際ドラゴンボート選手権大会において理事 15 名に対して 

 1 人 2 千円の謝金を支払うことを理事会で承認された 

・競技規則 34 条の「安全対策」を改定することを理事会で承認された 

・2024 年海外参加チーム４チームについて理事会で承認された 

・2,025 年日本国際ドラゴンボート選手権大会開催日程の変更について 

 理事会で承認された 

 

      一般社団法人日本ドラゴンボート協会定時社員総会議事録 

 

◇日時 令和 6 年 6 月 16 日 午後 2 時から午後 3 時 45 分 

◇場所 大阪市浪速区湊町二丁目１番５７号 

    株式会社産業経済新聞社大阪本社 8 階 

◇出席者①議決権のある社員総数（理事、終身会員、チーム）５５名 

◇議長 長谷川伸日本ドラゴンボート協会理事長 

（議事録） 

・2023 年度の決算報告について総会で承認された 

・2024 年度の予算計画について総会会で承認された 

・2024 年日本国際ドラゴンボート選手権大会において理事 15 名に対して 

 1 人 2 千円の謝金を支払うことを総会会で承認された 

 

 令和 6 年 6 月 17 日 

一般社団法人日本ドラゴンボート協会理事会・定時社員総会 

議長代理理事兼議事録作成者 

                          長谷川  伸   印 

 


